
1・27 再処理阻止ネット全国集会と 1・28 署名提出・院内集会が開催されました。 

 

2008 年 1 月 27 日、「『六ヶ所再処理工場』に反対し放射能汚染を阻止する全国ネットワーク」が主催し、"Nobody 

talks, Nothing changes"と題した全国集会が日比谷野外音楽堂で、1 月 28 日には署名提出・院内集会が参議院会

館で開催されました。1/27 は２０００人、1/28 は２００人と、両日とも予想を上回る参加者で盛り上がり、ストップ！

六ヶ所の思いを訴えました。 

 

 

1 月 27 日、東京は晴天  日比谷野音には全国の生協組合員、岩手の漁協組合員、サーファーなど多くの人々

が集まりました。逆光で見づらいけれど、野音がけっこう人で埋まっているのがわかると思います。主催者発表の

２０００人は水増しではなく、かなり本当に信じられる数字です。会場を見てそう思いました。 

 

 

会場には生協や漁協の「動員」だけではなく、ネットなどで情報を見て来たと思われる、家族連れなどの市民がたく

さん参加していました。主催者の予想を上回る参加者を見て、ストップ！六ヶ所の思いは確実に広がっているんだ

なと実感しました  

 



 

1・27 日比谷野音に翻る、あいコープみやぎののぼり旗です。会場にはその他にも全国の生協や産直団体、消費

者団体などの旗が林立していました。プログラムはマエキタミヤコさんの司会で、吉本多香美さんのライブ＆トーク、

こまっちゃクレズマというバンドのライブなどで進行していきました。一番盛り上がったのは、サンプラザ中野くんが

登場して、「大きな玉ねぎの下で」と「Runner」を歌ったときでした  

 

 

1・27 集会には重茂漁協はじめ岩手の３漁協から５０人を超える組合員が参加しました。全員が大漁旗を翻し漁師

スタイルで野音に入場してきたときは、ちょっと感動ものでした。また大勢のサーファーもサーフボードを担いで参

加しました。写真は登壇した漁協とサーファーです。 

 



 

主催者の阻止ネットを代表し、生活クラブの加藤会長が挨拶しました。前に並んでいるのぼり旗の左から２番目の

オレンジっぽいのがあいコープの旗で、持っているのは吉武理事長です。ちょっとわかりづらいですが。 

 

 

野音集会のあと参加者ほぼ全員で、銀座、数寄屋橋から東京駅八重洲口の前を通るルートをパレードしました。

小音楽堂で同時にライブ＆トークをやっていた No Nukes More Hearts の若者たちも合流したので、２５００人の大

パレードとなりました。街は日曜日で人出が多く、「一緒に再処理工場を止めましょう！」の声を広くアピールするこ

とができました。 

 



 

翌 1 月 28 日昼から、参議院会館内で署名提出に先立つ記者会見を行いました。並んでいるのは、阻止ネットの各

呼びかけ団体（生協や産直団体、消費者団体）の代表者、重茂漁協の伊藤組合長、サーフライダー・ファウンデー

ション・ジャパンの守山代表です。 

 

 

1 月 28 日午後から参議院会館内で「署名提出・院内集会」を開催しました。会場には予想を上回る２００人以上が

集まり、立ち見でも入り切らないくらい熱気ムンムン。まず阻止ネットの代表が内閣府へ 379,469 筆の署名を提出。

全国の３８万人の思いを受け止めなさい！  

 



 

重茂漁協の伊藤組合長が 399,524 筆の署名を内閣府へ提出。「原燃は放射能を海水で薄めるから大丈夫なんて

言うが、じゃあウイスキーの水割りを薄めて飲めば運転しても大丈夫なんですか！？」という追及に拍手喝采でし

た  

 

 

経産省へ、阻止ネット３８万、漁協４０万に加え、サーファーが集めた31,980筆を合わせて合計８１万筆の署名を提

出！ あいコープの鈴木智子理事が署名を読み上げ、「再処理はやめてください！」と力強く手渡しました。 

 



 

内閣府、経産省から事前質問状への回答がありましたが、新しい中身はまったくない「官僚答弁」ばかり。イラつく

会場から何人もの追及の声が上がりました。詳しくは後日、文書回答することを約束させました。 

この院内集会には、１６名の国会議員本人（代理出席は１２名、計２８名）が参加しました。市民と一緒に、切実な

願いにまじめに答えようとしない役人にするどい追及の声を上げてくれました。 

写真は民主党を代表して発言する「次の環境大臣」岡崎トミ子参議院議員（宮城県選出）です。 

 

 

全国で集まった約 81 万筆の署名の山です。あいコープみやぎを通じては、阻止ネット署名 7,384 筆、漁協署名

7,330 筆が集まりました。署名にご協力くださった皆さん、本当にありがとうございました。皆さんの思いは確かに届

けてきました。 

1/27～28 に参加して、全国の生協組合員、市民、生産者の力が、少しずつだが確実に、政治家を含め、情勢を動

かしつつあると思いました。六ヶ所は生易しいことでは止まりませんが、それでも"Nobody talks, Nothing changes" 

誰もなにも言わなければ何も変わりません。1/27～28 の盛り上がりを引き継ぎ、再処理反対の声をさらに広げ、

本格操業を中止に追い込んでいきましょう！  

 


